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衣斐寛倫 , 松本邦夫 , 矢野聖二 .  Effect of Hsp90 inhibitor 17-DMAG on 

ligand-triggered resistance to Alectinib in EML4-ALK NSCLC cells. 2014 年 7 月 福

岡 

24. 第52回日本癌治療学会学術集会 矢野聖二. 脳転移：腫瘍内科の視点から 2014

年 8 月 横浜  

25. 第 52 回日本癌治療学会学術集会 安本和生, 矢野聖二. 肛門管癌原発神経内分

泌癌の 1 例 2014 年 8 月 横浜 

26. 第 52 回日本癌治療学会学術集会 ,山下 要, 毛利久継, 谷本 梓, 小谷 浩, 

南條成輝, 衣斐寛倫, 竹内伸司, 大坪公士郎, 安本和生, 矢野聖二.  当セン

ターに原発不明癌として紹介された症例の検討 2014 年 8 月 横浜 

27. 第 9 回肺癌分子病態研究会 谷本 梓, 山田忠明, 南條成輝, 竹内伸司, 衣斐

寛倫, 松本邦夫, 矢野聖二. リガンド刺激による Alectinib 耐性と Hsp90 阻害薬

による治療の試み 2014 年 9 月 東京 

28. 第 73回日本癌学会学術総会 矢野聖二.  Resistance to EGFR-TKI in EGFR mutant 

lung cancer. 2014 年 10 月 横浜 

29. 第 73 回日本癌学会学術総会 安本和生, Lu Zhao, 川島篤弘, 南條成輝, 竹内

伸司, 大坪公士郎, 矢野聖二. Novel targeting therapy in peritoneal carcinomatosis 

of scirrhous gastric cancer. 2014 年 10 月 横浜 

30. 第 73 回日本癌学会学術総会 衣斐寛倫 . Development of novel therapies by 

targeting kinase pathways deregulated in solid tumors. 2014 年 10 月 横浜 



31. 第 73 回日本癌学会学術総会 衣斐寛倫, 小谷 浩, 矢野聖二. 非小細胞肺がん
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32. 第 73 回日本癌学会学術総会 小谷 浩, 衣斐寛倫, 矢野聖二. Definition of 

sensitivity to FGFRI-TKI in FGFRI-amplified lung cancer. 2014 年 10 月 横浜 

33. 第 73 回日本癌学会学術総会 谷本 梓, 竹内伸司, 新井祥子, 福田康二, 北 
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